
継 続 認 定 申 立 書 及 び 誓 約 書 

 

保護者         は、育児休暇を取得し、育児に専念しますが、  

下記の理由により、現在認定中の児童について引き続き認定の継続をお願いし

ます。なお、育児休暇終了後はすみやかに就労を開始します。 

 

１.育児休業期間 

  令和    年   月   日 ～ 令和   年   月   日 

２.継続認定を希望する理由（該当する番号を〇で囲み 2 番に〇の方は理由を記入してください。）

1. 次年度に小学校への就学を控えているため（年長児である） 

2. 発達上の環境の変化が好ましくないと思われる（※下記に理由を記入）                                

環境を変えたくないため                              

 

 

３.添付書類 

勤務先の育児休業証明書 

 

上記のとおり申し立てます。 

令和  〇年  １１月  ２１日 

住 所                  

保 護 者 氏 名              ○印   

施 設 名                  

認定児童名                                 

 

注意事項 

育児休業中は実質、「保育の必要性」がある状態とはいえませんが、すでに認定している

児童に限り上記の理由等が正当である場合に認めています。ただし、育児休業中に継続認

定できるのは原則、育児休業期間が 1 年未満（1 歳に達する前日まで）の場合です。な

お、育児休業を 1 年以上取られる方は、出産予定日の月の２カ月後の月末までが認定期間

となります。（※特別なご事情等ある場合は市までご相談ください。） 

 

記入例 

西条 花子 

 
育休を取得する方の 

名前を記入してください。 

 
就労証明書または、育児休業期間証明書に 

記載された育休期間を記入してください。 

〇 

西条市明屋敷 164 

西条 花子 

☆☆☆保育所 

西条 市朗 

 押印を忘れず！ 

【育休延長により育休終了日が年度をまたぐ場合】

認定期間は最長、育休を延長した当年度末 

（3 月 31 日）までです。翌年度 4 月入所不可に 

より職場に復帰できない場合、退所になる可能性がある

ので、ご注意ください。 


